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都筑区民活動センターの講座情報

健康・友好・和平の理念のもと活動している「つづ
き健康太極拳」は今年で26年目を迎えます。新型コ
ロナウイルスの影響で活動を休止していましたが、
この日、都筑中央公園の夏木立の中、久しぶりに太
極拳を行いました。（詳細は中面記事参照）
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大人の学級「やりカタ講座」 市民ライター養成講座

市民ライターの活動は、地域を知
り、好きになる、大いなる一歩に
なります。書くことで地域活動を
応援でき、都筑区に住んでいてよ
かった！と思える活動です。講座
では市民ライターの醍醐味、取材
の心構え、文章の書き方、書いた
記事を編集する方法まで、ていね
いにお伝えします。

■講師から

はじめまして！原智子です。４月から区民活動センターの相談員になりました。緑豊かで便利で街並みも
ステキな都筑区が大好きです。元自転車部で、新たな発見を求めサイクリングをぶらぶら楽しんでいます。
一人一人が愛着が持てる都筑区になるよう皆さんの活動をお手伝いしたいと思います。

講師 北原まどかさん
（NPO法人森ノオト理事長）

[定員] 10名（先着順）・事前申込要
[時間] 13時〜15時 木曜日
[対象] 都筑区、近隣区に在住・在勤の方
[会場] 都筑区民活動センター・区役所会議室

9月から講座スタート8月からZoomで開催

日程 内 容 講 師

9/10 講座ガイダンス 都筑区民活動センター

9/17 取材の楽しさ、取材の基本 北原まどかさん

9/24 取材先を探す① 都筑区民活動センター

10/1 文章の書き方 北原まどかさん

10/8 写真の撮り方講座に参加 堀篭宏幸さん

11/5 記事を推敲・添削する 北原まどかさん

12/10 取材先を探す② 都筑区民活動センター

1/21 記事を推敲・添削する 北原まどかさん

都筑区民活動センターの広報紙「縁ジン」を一緒につくる
市民ライター養成講座がはじまります。講座で学び、取材
して書いた記事は2020年度の 1月号、3月号に掲載します。

「場づくり」とは、こんな場が
あったら楽しいな、暮らしがもっ
と豊かになるなと思う場を仲間と
一緒に作り出すことです。地域に
新しい場が出来ると、作った自分
だけでなく、その場を必要として
集まった人たちと喜びを分かち合
えます。やりたいことがある人も、
なんとなく何か始めてみたいとい
う人も、ぜひご参加ください！

withコロナでも、
豊かにつながり合う

講師 長田英史さん
（NPO法人れんげ舎代表理事）

区民活動センターの新メンバー紹介

ご要望が多かった無線LAN（Wi-Fi）の無料インターネットサービスがついに強化されました。大型モ
ニターとも併せてオンライン会議などに、ぜひご利用ください。なお、都筑区民活動センターの最新
情報はFacebookでも随時お知らせしています。SNSのつながりを通じて、たくさんの活動のタネを見
つけることができるかもしれません。つながりましょう！

Wi-Fi を強化！オンライン会議も可能に

講座の一部を動画配信とZoomによるオンラインで開催し
ます。「何かを始めたい」「温めてきたアイデアを実現し
たい」「自分らしい場をつくりたい」方、学びと実践と交
流がぎっしり詰まった講座です。

日時 内 容 形 式

8/7（金） 20時～21時半 オリエンテーション Zoom開催

8/28（金） 20時～21時半 場づくりのステップ Zoom開催

9/18（金） 20時～21時半 合意形成の方法 Zoom開催

11/7（土） 10時～17時 イベント運営体験 区役所会議室

12/12（土） 14時～16時 場づくりを始めよう 区役所会議室

12/26（土） 14時～17時 発表会・まとめ 区役所会議室

都筑区民活動センター
公式Facebook

やりたいことをカタチにする〜はじめての場づくり講座～

[定員] 24名（先着順）・事前申込要
[対象] 都筑区、近隣区に在住・在勤の方
※受講にはスマホ・タブレット・PCのいずれかが必要

information 2
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■講師から

何かを始めるきっかけマガジン「縁ジン」
編集/企画：都筑区民活動センター
発行：都筑区役所地域振興課
問い合わせ・講座申込み先

都筑区民活動センター
横浜市都筑区茅ケ崎中央32-1都筑区役所1階

045-948-2237
tz-katsudo@city.yokohama.jp



6月の青空の下、3ヶ月ぶりにつづき健康太極拳のメンバー
が集まった。練習場所を室内から野外へと移し、ソーシャ
ルディスタンスを保ちながら活動を再開した。つづき健康
太極拳は、都筑区誕生と同じく25年の歴史があり「健康・
友好・和平」の理念のもと、心と体の健康を目指して活動
している。自粛期間中はメンバーに太極拳の資料を郵送し
一人でも練習ができるように工夫を行った。また、電話連
絡網を流してメンバーの健康を確認し合い、会えなくても
つながりが途切れないように心掛けた。代表の菊川さんは
「60～80代の高齢者が多いサークルだが、人や社会との
つながりを持ち、ゆるやかでいいから笑顔で活動を続けて
いきたい」と話す。木立の中、太極拳を行うメンバーの表
情は凛としていたが、終わると「やっと会えたね」と久し
ぶりの再会に笑顔があふれた。

さあ、この状況を経て動き出す！

「ハッピーひろば」は、NPO法人H&Kが運営する子育て支
援施設である。未就園児の親子の居場所として昨年12月に
オープンした。コロナ禍の影響で休館中は、オンラインで
開催し、絵本の読み聞かせ、お母さん同士のトーク時間を
つくるなど、利用者の反応を見ながら手探りで進めていっ
た。他にも、リモートでの子育て相談や気軽に話せるお
しゃべり会を実施。SNSでは身近な情報を発信した。さら
に利用者の子どもたちに向けたぬり絵葉書の送付も行い子
育て中に「あったらいいな」と思うことを次々に実施した。
スタッフの河西さんは「以前手紙をもらって嬉しかった体
験から、ひと言添えたぬり絵葉書を送ることを思いついた。
色々な方法でつながりを作りながら、次はハッピーひろば
でゆっくりおしゃべりしたいと思うきっかけになればい
い」と話す。誰かと話したいと思った時、親子でふらりと
寄れる場所。子育て経験者や現在子育て中のスタッフが迎
えてくれる。

子育て中の「あったらいいな」を作っていく
NPO法人H&K

withコロナでも、
豊かにつながり合う

・オンラインとリアル開催の両方を継続していきたい
・これまで以上に感染予防対策に配慮した活動を行う

「新型コロナウイルス感染拡大防止に伴うアンケート」より
実施期間：2020年5月18日～5月31日
調査対象：都筑区民活動センターの登録団体203（回答数64）

アンケート結果から見えること

ゆるやかに、途切れることなく活動を続ける
NPO法人ロクマル
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■都筑区民活動センター登録団体（203）の主な活動分野と数（2020年5月時点）
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オンライン会議で、よりつながった仲間たち

モヤ→キラ委員会は2015年より都筑区が行ってきた『輝く
女性応援プロジェクト』を引き継ぎ、‶わたしらしく生きる、
を応援する”という理念を持ち発足した。今までは月2回の
定例会開催だったが、新型コロナウィルスの影響でZOOM
によるオンライン開催に切り替えた。その結果、遠方に住
むメンバーも参加しやすくなり、運営メンバーが増えた。
昨年度の講座受講生とのオンライン同窓会も開催し、外出
自粛生活の中、近況や現在の悩みを話し合うことによって
気持ちを前向きにすることができた。「ずっと家の中に居
て曜日の感覚もなかったが、定例会が木曜日にあると思う
だけで気持ちが上がり、みんなと話せることで心が穏やか
になった」とメンバーの劉さんは話す。オンライン会議を
開催したことで、より活動が活発になりメンバーのモチ
ベーションが上がり、会が結束した。秋にはオンラインを
使った講座開催を計画している。

お手紙弁当を通じて、新しいつながりを

モヤ→キラ委員会

つづき健康太極拳

明るいスタッフにパワーをもらえる

■新たに取り組んだことで成果はありましたか？

・会議の頻度が上がり、情報共有がしやすくなった
・困った時こそ励まし合い、助け合うことの大切さを確認できた

新型コロナウイルスの感染が世界的に拡大していく中、都筑区内で活動する市民活動団体、サークル、地域コ
ミュニティにも様々な影響が出ています。都筑区民活動センターでは、緊急事態宣言が発令されていた５月に、
登録団体に向けて「新型コロナウイルス感染拡大に伴うアンケート」を実施しました。今号ではアンケートの
中から、この状況を前向きに捉え、新しい試みや工夫をしながら活動を進めている団体を取材しました。
withコロナ時代の豊かなつながりのかたちを探ります。

NPO法人ロクマルは‶60歳からは仕事を通して地域で心豊
かな人生を送ろう“をテーマにロクマル世代の挑戦を支え
ている。新型コロナウイルスの影響で「みんなのキッチ
ン」の開業が出来なくなったことをきっかけにロクマル食
のチームのメンバーが、今私たちに出来ること、食を通し
て地域の人たちに向けて出来ることは何かを考え「お手紙
弁当」という新しい活動を始めた。一人暮らしの人や、外
出する機会が減った人たちにお弁当を届ける際、家で出来
る健康体操のリーフレットと一緒に、その人に向けたお手
紙を添える活動である。「お手紙を受け取った人がお返事
を書く。理想としてはそのやり取りがずっと続き、コロナ
が収束しても対面でつながっていける、そんな地域のほど
良い付き合いが生まれてくれれば良い」と代表の有澤さん
は話す。お手紙弁当を通じて、地域での新たな人と人との
つながりが出来ていくことを期待する。

■団体の活動にどのような影響がありましたか？
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■この状況をきっかけに変化しようとしていることは
ありますか？

柔らかい、ゆったりとした動きで

区民活動センターでオンライン会議

お手紙に心を込めて
■information  NPO法人ロクマル TEL:045-944-1714
（平日9時～17時）※お手紙弁当の活動メンバーも募集中

ミニ特集

interview

環境

■変化しようとしていることはどんなことですか？

新型コロナウイルスが市民活動に大きな影響を与え、多くの団体が活動のやり方を模索していることがわかり
ます。コロナ禍で活動が難しくなっても、人との関わりや新しいつながりが必要だと感じる結果となりました。

■団体として新たに始めたことはありますか？
（総数76 複数回答可）

オンラインツールの活用
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特になし

その他 SNS情報発信

対面での定例会（会議）の中止・延期

イベントや講座などの事業を中止・延期

活動に使用していた施設が使えない

今後の活動に対する不安 ■information  親と子のつどいの広場「ハッピーひろば」
運営 NPO法人H&K https://www.facebook.com/HK.tudukiku/
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